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死亡都の検
１
束
霧
台
東
区
実
婦
が
２
０
３
年
綬
話
細
皇
輝

ち
ゃ
ん
Ⅱ
当
時
（
４
）
Ｉ
に
有
害
な
化
学
物
質
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ

ー
ル
（
不
凍
液
）
を
飲
ま
せ
て
殺
害
し
た
ど
さ
れ
る
事
件
で
、

生
目
部
は
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
（
絹
）
な
ど
の
対
応
を
検
証
し

報
蕊
蠣
籠
謹
騨
黙
潔
義
窪

Ａ
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《
洲
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驍
編
謝
朧
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鮭
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”
脇
腹
蹄
再
び
保
護
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
‐
（
奥
野
斐
）

立
口

■
一
時
保
護
あ
た
る
と
し
て
、
児
相
が
き
よ

‐
う
だ
い
８
人
を
一
時
保
護
し

蕊
都
羅
噛
鯛
輔
織
鰯
卿
輔
雌
蕊

亡
籠
蕊
霞
鶚
籠
箪
蟇
蕊
し
な

死
瀞
遷
雲
ゞ
鬘
憾
一
廩
謹

．
■
連
携
不
足

畢
乖
恥
衣
服
に
放
火
。
心
理
的
虐
待
に
除
後
に
認
可
外
爆
育
施
設
に
入

亡長4 児
相
と
区
親
の
約
束
違
反
放
置
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震
後
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蕊
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蕊
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蘂
識

の保ホケ時の
働
き
か
け
を
行
っ
の
か
詞
再
だ
．

園
。
以
降
、
認
可
保
育
所
を
含

め
計
６
施
設
に
預
け
ら
れ
た
。

亡
く
な
る
裂
力
月
ほ
ど
前
の
躯

年
ｎ
月
に
は
［
右
ほ
ぼ
に
青
た

ん
、
左
目
脇
に
黄
色
い
あ
ざ
、

左
ほ
ほ
に
引
っ
か
き
傷
」
、
認

年
１
月
に
ほ
「
眠
っ
た
ま
ま
起

こ
そ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
起

き
な
い
」
な
ど
、
け
が
な
ど
の

報
告
が
保
育
所
か
ら
区
に
相
次

い
だ
。
‐
・

衣
服
が
臭
う
な
ど
、
柔
グ
レ

ク
ト
（
育
児
放
棄
）
疑
い
や
、

2016年10局細谷美輝ちゃんの父と母､長男､長女が区に転入

帽昏懲蝋瀞心理的虐待の情報擁
18年12月都児童相談センター(児相)が母親を｢特定

姪婦｣として支援対象に ． 。'

19年1月:美輝ちや応誕生｡翌月から児椙が養育綴況
を確認 ＃, ． …東

京
都
台
東
区
の
女
児
死
亡
の
経
過

s月瀧豊銅p放火p児相が謡ども3人を芸
7月長男､長女の一時保誕を解除

g月美輝ちゃんの一時保護を解除｡認可外保育
施設に入園： ． 虐

待
の
疑
い
を
感
じ
さ
せ
る
美

輝
ち
ゃ
ん
の
発
言
も
把
握
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
時
期
も
児
相

と
区
は
家
庭
訪
問
ま
で
踏
み
込

ま
な
か
っ
た
。

．
■
再
発
防
止

小
児
科
医
や
弁
護
士
ら
で
つ

く
る
検
証
部
会
が
ま
と
め
た
報

告
書
は
、
児
相
が
家
庭
の
状
況

に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識

し
な
が
ら
、
父
母
に
直
接
確
か

め
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
。

2'隼'月雛&蕊擢塞緊鑿霧塞蝶。
22年g～､保育所が区に美輝ちゃんのけがを繰り返し
11月報告

岬月‘鰯が区I可起こそうとしても起きない』 〃

3月美輝ちゃんが自宅から救急羅送され死亡

鋼年2月篭視庁が殺人容疑で父母を逮捕

※都の検証部篝報告書などから

家庭訪問踏み込まず一時保護の解除条件

改
善
策
と
し
て
「
状
況
に
変
化
美
輝
ち
ゃ
ん
は
邪
年
３
月
に

が
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
た
際
亡
く
な
っ
た
。
報
告
書
は
「
多

は
児
相
が
積
極
的
に
リ
ス
ク
の
く
の
関
係
機
関
が
関
与
し
て
い

有
無
を
判
断
す
る
」
な
ど
踏
み
な
が
ら
、
子
ど
も
の
命
を
守
る

込
ん
だ
対
応
を
求
め
た
。
ご
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と

酔
日
月
日
ケ
ー

区
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
じ
、
再
発
防
止
へ
・
・
「
保
育
施
設

夕
１
に
つ
い
て
は
、
家
庭
訪
問
に
所
属
し
て
剛
れ
ば
安
心
』
と

を
断
ら
れ
て
も
児
相
に
援
助
要
い
う
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
に

請
を
し
な
か
っ
た
ほ
か
、
け
が
対
応
す
る
必
要
性
も
強
調
し

や
生
活
状
況
に
つ
い
て
各
保
育
た
。

施
設
と
の
情
報
共
有
も
不
十
分
．
都
は
関
係
機
関
の
情
報
共
有

だ
っ
た
と
し
た
。
子
ど
も
へ
の
』
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
児
相
や
保

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
家
庭
訪
問
な
ど
青
施
設
で
の
研
修
へ
特
定
妊
婦

で
状
況
を
直
接
確
認
し
、
再
評
の
支
援
充
実
や
児
相
の
体
制
強

価
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。
・
化
に
取
り
組
む
と
い
う
。

同
課
に
よ
る
と
、
保
険
金
は

保
険
金
詐
取
容
疑
健
蓉
髻
が
雲
し
、
同
容

夫
婦
６
回
巨
逮
捕
譽
名
雷
墨
擦
り
雲

《
ゞ
・
れ
で
い
嬉
請
永
前
に
両
容
疑

ｆ
・
親
族
連
続
死
者
が
交
流
浅
部
卜
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
．

東
京
都
台
東
区
の
夫
婦
が
親
で
保
険
金
に
関
す
る
や
り
と
り

族
４
人
に
有
害
な
化
学
物
鍾
エ
を
ｐ
て
い
た
・
同
課
憾
、
一
連

チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
（
不
凍
の
事
件
の
主
な
動
機
が
遺
産
や

液
）
を
飲
ま
せ
て
殺
害
し
た
と
会
社
の
相
続
罰
金
銭
目
的
だ
っ

さ
れ
る
事
件
で
、
う
ち
１
人
の
‐
た
と
み
で
調
べ
て
い
る
。
‐

死
亡
保
険
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
事
件
を
巡
っ
て
は
、
詔
年
に

と
し
て
、
警
視
庁
捜
査
孔
課
ば
去
婦
の
溌
糞
毒
耀
琶
や
ん
Ｉ
同

廻
日
、
詐
欺
の
疑
い
で
、
元
亦
（
４
）
Ｉ
が
死
亡
し
、
昨
年
２
月

テ
ル
運
営
会
社
社
長
の
細
谷
健
．
に
殺
人
容
疑
で
逮
捕
。
そ
の

買
坐
）
と
妻
志
保
（
詔
）
の
両
容
後
へ
腿
年
に
相
撫
い
で
死
亡
し

疑
者
を
再
逮
捕
じ
た
。
逮
捕
は
幹
た
健
一
容
疑
者
の
母
八
恵
壬
さ

６
回
目
。
ん
Ⅱ
当
時
（
鎚
嵩
姉
美
奈
子
ざ

再
逮
捕
容
疑
臆
２
０
２
２
年
ん
Ⅲ
同
（
“
）
、
》
父
舅
さ
ん
の
８

３
眉
へ
共
謀
し
て
健
一
容
疑
・
人
に
対
す
る
殺
入
容
疑
で
逮
捕

者
の
父
舅
さ
ん
北
当
時
（
密
１
．
ざ
れ
だ
。

ま
殺
害
し
た
こ
と
を
隠
し
て
死
：
今
嬉
１
月
に
は
別
の
保
険
会

亡
保
険
金
の
請
求
書
を
保
険
会
荘
に
こ
の
糧
久
が
病
死
し
た
と

社
に
提
出
じ
、
約
４
６
Ｑ
万
円
登
る
虚
偽
の
請
求
書
を
提
出

窪
だ
ま
し
取
っ
た
と
さ
れ
る
。
・
し
、
保
険
金
計
約
２
５
０
０
万

認
否
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
円
を
だ
ま
し
取
っ
た
と
す
る
詐

い
。
欺
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。


